
梯川出水状況【5.4k付近（H25.7.29撮影）】

日吉ダム洪水調節状況（H25.9.16撮影）

国土交通省 水管理・国土保全局 平成26年2月
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2013

斐伊川放水路分流状況（H25.9.4撮影）
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S51～S63
平均１７６回

H1～H12
平均２０２回

H13～H24

平均２２９回

台風18号

台風26号

１時間降水量 50 ㎜以上の年間発生回数（1,000地点あたり）

沖縄
石垣島

：平成25年に観測史上１位の１時間雨量を記録した観測所

133地点 39都道府県
（H25.10.31 時点、気象庁HP資料を基に作成）

（一般被害：H25.10.7 13:00 消防庁情報による）

●台風18号（H25.9.15～）

・四国～北海道の広い範囲で台風18号の接近・通過に伴い大雨。
・近畿、東海地方を中心に各地で総雨量400mm超
・死者６名、行方不明者１名。床上/床下浸水計約10,000棟

桂川由良川

由良川 はん濫状況
（京都府福知山市）

平成25年９月には、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書第１作業部会報告書が公表され、
21世紀末までに世界平均気温が0.3～4.8℃上昇、中緯度陸地などで極端な降水がより強くより頻繁となる可能性が
非常に高いことが指摘。

●７月26日からの大雨

・山口県、島根県で７月28日の午前中を中心
に記録的な大雨

・死者 山口県・
新潟県 計３名
行方不明者

山口県・島根県
計２名
床上/床下浸水
計3,500棟

（一般被害：H25.8.3
17:00 消防庁情報による）

阿武川 ＪＲ線橋梁流出状況
（山口県山口市）

●８月27日からの大雨

・北海道で８月27日夕方から非常に激しい雨
・苫小牧で90mm/h、総雨量155mmを観測
・床上浸水３棟、床下浸水10棟

ＪＲ千歳線で計63本が運休、約15,000戸が停電

（一般被害：H25.8.28 気象庁情報による）

阿武川

桂川 はん濫状況
（京都府京都市）

●７月23日の大雨

・東京都で７月23日夕方から50mm/h超の非常に激しい雨
・目黒区・世田谷区付近では約100mm/hの猛烈な雨
・床上浸水49件、床下浸水30件（都内４区１市合計）

※１時間降水量の年間発生回数を全国約1,300地点のアメダスより集計し
1,000地点あたりの回数を算出したもの。

ゆ ら かつら

あ ぶ

（一般被害：H25.7.24 東京管区気象台による）

1

近年の降雨・災害について

平成２５年の災害

近年における集中豪雨の増大

※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

●台風26号（H25.10.14～）

・中国地方から北海道の広い範囲で
土砂災害、浸水被害が発生

・東京都大島町では、16日未明から
100㎜/h程度の猛烈な雨が降り続
き、総雨量は800mm超。土石流
が流域界を越えて流下し、土砂災害
危険区域の範囲外でも被害が生じる
など、激甚な被害が発生

・全国で死者40名、行方不明者３名

土砂災害状況（東京都大島町）（一般被害：H25.11.26 10:00 消防庁情報による）

太田川 堤防決壊状況（岩手県紫波町）
し わ

●８月９日からの大雨

・岩手県、秋田県を中心に記録的な大雨
・死者秋田県６名、岩手県２名。両県を

中心に多数の住家・農地被害が発生

北上川 はん濫状況（岩手県紫波町）

おおた

きたかみ

（一般被害：H25.12.2 13:30 の消防庁情報による）



平成25年の水害発生状況等

2

国管理河川における出水の発生状況

主な水害・土砂災害による一般被害状況 （消防庁調べの情報を編集）

はん濫注意水位

避難判断水位

はん濫危険水位

計画高水位

この水位を超えると、はん濫の発生に対する

注意を求める段階となる

この水位を超えると、避難の必要も含めては
ん濫に対する警戒を求める段階となる

この水位を超えると、いつはん濫してもおか
しくない状態であり、避難していない住民へ

の対応を求める段階となる

河川整備の計画において、洪水に耐えられる
水位として指定する最高の水位で、堤防の
高さなどの基準となる

計画高水位を超えた河川 （赤色） ５水系

はん濫危険水位を超えた河川 （紫色）1５水系

避難判断水位を超えた河川 （橙色）18水系

はん濫注意水位を超えた河川 （青色）44水系

注）平成２５年１月１日～同年１２月３１日の洪水を対象に国土交通省
にてとりまとめた。

※同年に複数回の洪水があった水系・河川については、平成２５年に
あった洪水のうち、最も高い水位を記録した洪水で色分けしている。

災害要因
死者数
（人）

行方不明
者数

（人）

住家被害（棟） 非住家被害（棟）

全壊 半壊 一部損壊 床上浸水 床下浸水 公共施設 その他

7月26日からの大雨
（島根県及び山口県の大雨）

2 2 49 72 68 774 1,218 0 1 H25.8.21
11:00時点

8月9日からの大雨
（東北地方を中心とする大雨）

8 0 12 118 1 315 1,626 0 46 H25.12.2
13:30時点

8月23日から28日までの
大雨等

2 0 8 14 108 288 1,857 0 12 H25.10.7
13:00時点

台風18号 6 1 48 208 1,394 3,011 7,078 32 148 H25.10.7
13:00時点

台風26号 40 3 86 61 947 1,884 4,258 3 230 H26.1.15
10:00時点

※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。
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北上川水系 旧北上川 (宮城県石巻市［東日本大震災緊急復旧］)

き た か み が わ

き た か み が わ

※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○旧北上川河口部は、東日本大震災に伴う高潮堤の被災や広域的な地盤沈下により、高潮浸水リ
スクが増大したことから、緊急的な浸水対策を実施した（平成23年8月31日完成）。

○平成25年10月の台風26号では、旧北上川河口付近の門脇水位観測所にて震災後最高水位を観
測（標高1.02m）したが、緊急対策によって今回水位より地盤高が低い658haの浸水被害の
軽減が図られた。

○現在、復旧・復興事業として、地域の復興計画との整合を図りながら、堤防整備を実施中。

かどのわき

青森県

岩手県
秋田県

福島県

山形県
宮城県

旧北上川

位置図

旧北上川河口部
地震前 緊急復旧後

地盤沈下
約60cm

地震・津波
により損壊

既存の高潮堤

緊急復旧堤防
（平成23年8月完成）

平成25年10月
高潮水位
TP+1.02m

既存の高さ TP+1.7m

平成25年10月の高潮における整備効果

【1.2k横断図（門脇水位観測所付近）】

左岸 292ha

左右岸合計
658ha

旧北上川

右岸 366ha
北上運河

石巻駅

門脇水位観測所

今回最高水位よりも地盤高が低い地域

緊急浸水対策実施区間

※震災後のレーザー測量による標高データをもとに、台風26号の門脇観測所水位（標高1.02ｍ)以下で堤防沿いに連続する区域が
浸水すると想定して作成。

いしのまきし

かどのわき

堤防の整備効果

3

旧北上川右岸2.8k
平成25年10月16日

（台風26号）

旧北上川

緊急復旧堤防



4 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○無堤部であった岩木川右岸の板柳堤防において、平成11年より堤防整備及び河道掘削に着手し、
平成25年3月に総延長8.1kmの堤防が完成した。

○平成25年9月の洪水では、計画高水位を上回ったものの、幸い堤防は決壊しなかった。板柳堤
防の完成により、浸水面積にして約5,300ha（約6,800戸）の被害防止が図られたと推定され
る。

いた やなぎ

岩手県
秋田県

福島県

山形県
宮城県

青森県

岩手県
秋田県

福島県

山形県
宮城県

青森県

岩木川

位置図

板柳地区
いたやなぎ

平成25年9月洪水における整備効果

【44.2k横断図】

堤防整備により、
浸水被害を防いだ

岩
木
川

H25.9.17  10:37撮影
（最高水位から約3.5m

低下した状況）

鶴田町市街地
つるたまち

板柳堤防が無かった場合
の浸水範囲（推定）

板柳町
市街地

い た や な ぎ ま ち

339

339

板柳町役場
○

板柳中央病院

0ha

1,000ha

2,000ha

3,000ha

4,000ha

5,000ha

6,000ha

0戸

1,000戸

2,000戸

3,000戸

4,000戸

5,000戸

6,000戸

7,000戸

浸水被害
を防止

浸水被害
を防止

約5,300ha

約6,800戸

0ha

0戸
堤防が無

かった場合
平成25年
9月洪水

堤防が無
かった場合

平成25年
9月洪水

河道掘削箇所
板柳堤防

44.2ｋ

板柳堤防が無かった場合
の浸水範囲（推定）

堤防の天端より
1.0m付近まで水位が上昇

1.0mH25.9洪水
水位

※計算条件：板柳堤防（総延長8.1km）が無かった場合
の浸水状況を氾濫シミュレーションにより計算。

※想定浸水戸数算出に使用したデータ：国勢調査H22

岩木川水系 岩木川 （青森県板柳町）
い わ き が わ

堤防の整備効果

いたやなぎまち



○梯川は、７月２９日の１日で平年７月の１ヶ月間分の雨量を記録し、上流部では計画高水位を

超過し、埴田観測所においては観測史上最高水位を記録。

○これまでの引堤による堤防整備により、整備前と比べて約70cm水位を下げることができ、越

水、決壊を未然に防ぐことができ、約7,400戸の家屋浸水と約1,700億円の被害軽減が図ら

れたと推定される。

は ね だ

ひき てい

5 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

かけはしがわ

埴田観測所

観測史上最高水位を記録

梯川改修事業の概要

梯川改修事業実施区間（直轄管理区間）

これまで引堤を行った区間1.0k 5.8k

今後引堤を行う
区間

前川排水機場
（62m3/s) ５．４ｋ

平成25年7月洪水
HWL超過区間

▽新堤

▽

水位を下げて越水を防いだ
H.W.L

T.P.5.69

T.P.5.00T.P.5.09

約120m
T.P.6.29 T.P.6.29

※旧堤
撤去済み

引堤しなかった場合の
水位（計算値）

H25.7洪水の水位（計算値）

堤防整備後
（現在）

▽
(5.4k付近)

T.P.5.69
約80m

T.P.5.66T.P.5.38

引堤しなかった場合の
水位（計算値）

H25年7月洪水における整備効果

越水、決壊していた恐れあり

堤防整備前
（昭和46年）

堤防整備（引堤）後 川幅を1.5倍に拡幅

小松市役所

埴田観測所
はねだ

小松警察署小松市中消防署

梯川

被害軽減効果

小
松
駅

※計算条件：堤防が決壊した場合の浸水状況を氾濫シミュレーションにより計算。
今回と同規模の出水により、堤防が決壊した場合に想定される最大の浸水範囲を示したもの。なお、堤防決壊箇所は氾濫形態が異なる複数の箇所を想定している。（治水経済調査マニュアル（案）に基づく氾濫シミュレーション手法を採用）

※想定被害額は治水経済調査マニュアル（案）により算定。 算定に使用したデータ：国勢調査H17、事業所統計H18

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

引堤しなかった場合 平成25年7月洪水

家屋浸水（戸）

約7,400戸

0戸
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

引堤しなかった場合 平成25年7月洪水

被災人口（人）

約21,600人

0人

被害を
未然に防止

被害を
未然に防止

平成25年7月洪水時の梯川

梯川

石川県

かけはしがわ

小・中・高等学校

はね だ

梯川水系 梯川（石川県小松市）
かけはし が わ こ まつ し

堤防の整備効果



信濃川水系 信濃川 （新潟県小千谷市）
し な の が わ

6 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○平成25年9月洪水では、はん濫危険水位を上回る洪水となったが、小千谷市東小千谷地区の無
堤部で実施した堤防整備（平成21年度完成）により、中心市街地へのはん濫被害を未然に防止
した。

○堤防整備により家屋浸水約140戸、約36億円の被害軽減が図られたと推定される。

お ぢ や し

大河津分水路

新潟市

位 置 図

長岡市
信濃川

魚野川

小千谷市
東小千谷地区

あさひばし

旭橋（小千谷市）より下流を望む（平成25年9月16日撮影）

信濃川

堤防が無ければ
住宅地が浸水

宅地地盤高
T.P.47.3m

堤防整備後断面

T.P.49.93m 計画高水位

信濃川 34.5K（旭橋付近）の横断図

堤
防

T.P.49.10m はん濫危険水位

T.P.49.11m 平成25年9月洪水水位

※堤防が無かった場合の浸水範囲、面積、戸数は、地盤高等から求めた推定値。
想定被害額は、治水経済調査マニュアル（案）により算出。
算出に使用したデータ：国勢調査H22、経済センサスH21

H25年9月洪水における整備効果

堤防整備前後の状況

信濃川

平成14年9月撮影（堤防整備前）

無堤部

平成21年10月撮影（堤防整備後）
信濃川

東小千谷堤防が無かった場合の浸水
範囲（推定） 約13.1ha

堤防整備ライン

堤防が無ければ
浸水していた住宅地

昭和56年8月 台風１５号出水による浸水

旭橋

幼稚園・保育園
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堤防が無かった場合 平成25年9月洪水

被災人口（人）

約３６０人

０人

被害を
未然に防止
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堤防が無かった場合 平成25年9月洪水

家屋浸水（戸）

約１４０戸

０戸

被害を
未然に防止

幼稚園・保育園

お ぢ や

ひがし お ぢ や

おお こう づ ぶん すい ろ

堤防の整備効果

お ぢ や し

完成した堤防

旭橋

信濃川
住宅地



桂川渡月橋

京都市
西京区

京都市
右京区

中之島

流入量・放流量

○台風18号の豪雨では、桂川で大規模な出水が発生し、日吉ダムでは、管理開始以降最大の流

入量を記録。

○日吉ダムの洪水調節により、下流へ流す水量を最大で約９割低減。

○京都市嵐山地区（渡月橋付近）では、ダムの効果により、渡月橋の損傷の拡大を防止すると

ともに、浸水戸数をほぼ半減できたと推定される。

○下流の京都市の鴨川合流点付近においては、水位が堤防天端まで上昇し右岸側で越水が生じ

たが、日吉ダムの洪水調節と土のう積みにより堤防の決壊を免れた。仮に日吉ダムが無く、

久我橋下流の右岸側で堤防が決壊した場合、約13,000戸の浸水、約1.2兆円の被害が発生

したと推定される。

日吉ダムに大量の洪水を貯留

嵐山地区における浸水被害の低減効果

浸水戸数を半減浸水範囲を軽減

日吉ダムが無く、鴨川合流点付近において右岸側
の堤防が決壊したと想定した場合の浸水状況

日吉ダムが無かった場合、大規模な
越流により堤防決壊が懸念された

※計算条件：堤防が決壊した場合の浸水状況を氾濫シミュレーション
により計算。
決壊地点は今回の出水で越流が生じた右岸側の地点を仮定。
越流した400mの区間のうち7k地点で約100mにわたり計画高水位
にて決壊したものとして計算。

※想定被害額は治水経済調査マニュアル（案）により算定。
算定に使用したデータ ： 国勢調査H17、事業所統計H18

鴨川合流点付近の水位

想定浸水範囲：
約980ha

鴨
川

嵐山地区

鴨川合流点
付近

日吉ダムによる
洪水調節が
無かった場合

台風18号
洪水における
実績

208戸

93戸

床上
浸水

109
床下
浸水

99
55
38

流入量

放流量

最大流入量
約1,690m3/s

下流へ流す水量を
最大約９割低減

ダムに貯めた水量
約4,460万m3

（東京ドーム約36杯分）

最大流入時の放流量
約150m3/s

(m3/s)

500

1000

1500

9/16
17:00

9/16
6:00

9/16
0:00

台風18号洪水時 実績水位
堤防天端まで水位が上昇

実績の浸水範囲※

ダムが無かった
場合の浸水範囲

※浸水痕跡と天龍寺地点
における実績水位に
よる推定

天龍寺地点

右岸左岸

9/16
12:00

日吉ダムからの
放流水は、下流
の嵐山地区には
概ね４時間後に
到達する

宇
治
川

京都競馬場

右岸側

本出水での最高水位

ダムが無かった場合の水位 約0.5ｍ低下

水位は全て推定値

京都市嵐山地区での水位低下効果

ダムの洪水調節が無く
堤防が決壊した場合の

浸水戸数、総被害額（推定）
約13,000戸、約1.2兆円

想定
決壊地点

東
海
道

新
幹
線

JR長岡京駅

運転免許試験場

7 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

こ が

かつらがわ

と げつ きょうあらしやま

かも がわ

あらしやま

かも がわ

てん りゅう じ

淀川水系 日吉ダム （京都府南丹市）
よ ど が わ ひ よし

ダムの整備効果

位置図

なん たん し

■ 0.0～0.45m（床下）
■ 0.45～1.0m
■ 1.0～2.0m
■ 2.0～5.0m
■ 5.0m以上

浸水深

凡 例



北上川水系 御所ダム （岩手県盛岡市）

○低気圧に伴う豪雨により北上川の上流域において大規模な出水が発生。御所ダムにおいては、
これまでの最大流入量の1.7倍となる約3,700m3/sが流入。

○御所ダムおよび四十四田ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の盛岡市
（雫石川合流点付近）では避難判断水位以下の水位に抑えられた。

○仮にダムが整備されていなければ、計画高水位を大きく上回る出水となり、盛岡市街地への氾
濫により、約11,700戸の浸水、約5,500億円の被害が発生していたと推定される。

計画高水位以下に低下させ、氾濫の危険を回避！！

▼ダムが無かった場合の水位

▼実績水位

計画高水位

北上川の水位の状況 雫石川（0.2k）

水位を
約４ｍ低下

約１ｍ堤防高を約1m超過

ダムが無かった場合に想定される浸水状況

流量(㎥/s)

最大流入量は既往最大の約1.7倍となる
約3,700m3/sを記録

○今回の出水により、御所ダムの湖面に
は、平均的な年間捕捉量の約25倍に相
当する約26,000m3の流木やゴミ等が溜
まった。

○流木やゴミがそのまま河川に流れた場
合、堤防等の河川管理施設に損傷を与
えたり、橋梁に引っ掛かることで流下
阻害を起こしたりするおそれがある。

○ダムにより流木を捕捉することで、洪
水被害の軽減だけでなく、下流河川で
の流木による被害の軽減にも貢献した。

ダム湖に捕捉された流木等

流木等の捕捉効果

雫石川の周辺は盛岡市街地であり、
氾濫した場合の被害は甚大

北上川

雫
石
川

8 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

し じ ゅ う し だ

しずく い し が わ

し じ ゅ う し だ

ご しょ

雫石川0.2km地点

しずく いし がわ

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

流入量

放流量

8/9
6:00

8/9
18:00

8/10
5:00

御所ダムの洪水調節

下流に流す水の量を、
最大毎秒約2,500m3低減＜約７割低減＞

き た か み が わ ご し ょ もり おか し

ダムの整備効果



9 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○平成25年10月台風26号で、首都圏外郭放水路（平成18年完成）への流入による中川等の水位
低減により、外郭放水路の整備前後で約８割の家屋浸水の被害軽減が図られたと推定される。

Ｐ

中 川

利根川
荒 川

中川・綾瀬川流域

東京

大宮 春日部 江戸川
綾瀬川

首都圏外郭放水路

位 置 図

◆ 中川・綾瀬川の流域は、 利根川、江戸川、荒川といっ

た大河川に囲まれたお皿のような地形の低平地なため、
降雨が溜まりやすく、河川の勾配が緩く洪水が流下し
にくい特徴をもった流域である。

◆ 昭和30年以降、市街化が急激に進展し、平成22年に
は流域内の市街化率は52％であり、多くの家屋が浸水
する恐れがある。

地下トンネルから流れてきた水の勢いを
弱めるための調圧水槽

昭和56年8月 台風１５号出水による浸水

旭橋

台風２６号洪水時の流入する状況
（第３立坑）

【施設概要】
・トンネル深度：地底50m
・トンネル総延長：6.3km
・トンネル内径：最大10.9m

◆ 中川倉松川、大落古利根川など中小河川の洪水を首

都圏外郭放水路に取り組み、地底５０ｍを貫く総延長
６．３㎞のトンネルを通して江戸川に流すことで、流域
内の浸水被害の軽減を図る。

首都圏外郭放水路全体イメージ

浸水被害を
約８割軽減。

※浸水戸数は、シミュレー
ション計算による推定値

※浸水戸数は、「春日部市、
幸手市、杉戸町、宮代町、
白岡町、松伏町、五霞町」
での数値比較

被 害 軽 減 効 果

利根川水系 中川・綾瀬川 (埼玉県春日部市［首都圏外郭放水路］)
か す か べ し しゅ と けん がい かく ほう すい ろと ね が わ な か が わ あ や せ が わ

放水路の整備効果



10 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○台風18号で三田川など瀬田川に流入する３河川の流域では時間雨量38mm（最大）、総雨量
352mmの雨量を記録。

○今回の洪水で浸水被害は発生しなかったが、大津放水路（Ⅰ期）が整備されていなければ、大津
市街地において浸水面積約60ha、浸水戸数約1,200戸の被害が発生していたと推定される。

さん だ がわ せ た が わ

大津放水路Ⅰ期区間と
３河川の下流域

盛越川
分水施設

三田川
分水施設

狐川
分水施設

狐川
ＪＲ・ 京阪
石山駅

大津放水路

位置図

琵琶湖

淀川流域

上別保雨量観測所

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

台風１８号の時間雨量

9/15 9/16
0時 12時 0時 12時 0時

時間雨量 ： 338mm（最大）
総雨量 ： 352mm 【上別保雨量観測所（滋賀県）】

降
雨

量
(m

m
/
h
)

約6m3/s

狐川本川
（市街地へ）

ほぼ全量を

大津放水路へ導水

狐川分水施設導水箇所の状況
（9月16日5:50頃）

整備後（平成25年9月洪水）

大津放水路氾濫ブロック

暗渠

河川

大津放水路第一期区間の

氾濫ブロック

浸 水 範 囲

整備前（平成25年9月洪水）

大津放水路氾濫ブロック

暗渠

河川

大津放水路第一期区間の

氾濫ブロック

浸 水 範 囲大津放水路が整備されていないと仮定した状況で平成25年台風18
号の降雨が発生した場合のシミュレーション結果です。

大津放水路は、大津市南部
を流れる小河川の洪水を中
流部でカットし、放水路を通し
て瀬田川へ流下させる地下ト
ンネル放水路。全体計画約
4.7kmのうち、Ⅰ期区間約
2.4kmが完成。

平成２５年台風１８号洪水における
大津放水路（Ⅰ期）の効果

約1,200戸

0戸0ha

約60ha

※平成２５年台風１８号による実績降雨について支川の洪水の水位計算を行い、河岸を越える水位となった時に溢水するとした氾濫シミュレーションの結果をもとに作成したものです。

きつねがわ

狐川

かみべっぽ

きつねがわ

きつねがわ

かみべっぽ

淀川水系 瀬田川 （滋賀県大津市［大津放水路（Ⅰ期）］）
よ ど が わ せ た が わ

おお つ し おお つ

放水路の整備効果



11 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○S50年8月台風による豪雨災害等を契機に波介川河口導流事業を実施（H24年6月より運用
開始）。

○H25年台風27号の接近により、導流路運用開始以降最大となる仁淀川流域平均雨量（10月
23日～25日）457mm（速報値）を記録したものの、導流路整備により約1.3mの水位低下
（波介水位観測所地点）。

○この水位低下により、波介川流域の雨水が排水されやすくなり約230haの内水被害を防止
したと推定される。

S50年8月洪水時の土佐市浸水状況

波介水位観測所

仁淀川の水位が
高いと波介川の
水はけが悪くなる｡ 波介川の

水はけを改善!

波介川河口導流事業の概要

想定される浸水範囲
約230ha

導流路の効果により

浸水を防止

導流路の整備効果により

水位を約1.3m低下

はん濫注意水位以下に抑制

台風27号に伴う大雨時の効果
（導流路が無かった場合想定される浸水範囲図）

事業前 事業後

※計算条件：波介川河口導流路が無かった

場合における仁淀川の背水の影響による

浸水状況を氾濫シミュレーションにより計算。

高岡高校
土佐市役所

高岡高校

土佐市役所

旧合流点

地盤高が低く水はけが
悪い波介川流域

土佐市 土佐市役所

土佐市民病院

仁淀川
波介川A’ A

5m

10m

15m

標高

仁淀川の計画高水位

高岡高校
土佐市役所

合流点を
河口部に
切り替え

す さき し

仁淀川水系 波介川 （高知県土佐市［波介川河口導流路］）
に よ ど が わ は げ が わ

と さ し

は げ が わ

放水路の整備効果
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13.6ha

0ha

排水量
約143千m3

排水量
約100千m3

浸水被害
を防止

約14ha
排水機場が
無かった場合

0戸

50戸

100戸

150戸

200戸

250戸

平成2年6月 平成25年7月

166戸

0戸

約210戸

排水機場が
無かった場合

浸水被害
を防止

12 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○子吉川支川大沢川では、これまで内水被害が頻発しており、平成14年3月に排水機場を整備し、
内水被害の軽減を図ってきたところである。

○平成25年7月洪水は、過去30年間で最大の浸水被害であった平成2年6月洪水と同規模の被害
が想定されたものの、排水機場の効果により浸水面積約14ha、家屋被害数約210戸の内水浸
水被害を防止。

お お さ わ が わ

平成2年6月出水時の内水被害
大沢川

青森県

岩手県

福島県

山形県
宮城県

秋田県

子吉川

大沢川排水機場

大沢川排水機場
位置図

昭和62年8月出水時の内水被害

大沢川排水機場

病院

105

保育園

幼稚園

排水機場が無かった場合の想定浸水範囲（平成25年7月出水）

浸水面積（ha） 家屋被害数（戸）

※平成2年6月の排水量は、標高～湛水量曲線より推定。平成25年7月の排水量は実績。

平成25年7月洪水における整備効果

子吉川水系 子吉川 （秋田県由利本荘市［大沢川排水機場］）
こ よ し が わ

ゆ り ほん じょう し お お さ わ が わ

排水機場の整備効果



13 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○平成25年9月洪水では、岐阜県の水門川流域にある大垣雨量観測所（気象庁）おいて、日雨量
138mm（年超過確率1/5程度）を記録した。

○新水門川排水機場が26時間稼働した結果、大垣市街地の浸水被害の発生を防止した。
（総排水量は約190万m3（ナゴヤドーム約1.2個分）で、仮に排水機場がなかった場合には市
街地の浸水面積が約460ha、浸水戸数が約4,000戸に及んだと推定される。）

新水門川排水機場位置図 排水機場名

新水門川

完成年度 S43
総排水量（m3/s） 26.0

諸元

※小学校の25mプールの水を
約10秒で空にすることが可能。

【新水門川排水機場による事業効果】

揖
斐
川

水
門
川

新水門川
排水機場

大垣市役所
文

＋

文
文

大垣駅

国
道
２
５
８
号

養
老
鉄
道

◎

大垣雨量観測所

県
道

JR東海道線
至 岐阜至 米原至 米原 至 岐阜

※想定浸水範囲は地
形測量の標高データ
をもとに、新水門川排
水機場の総排水量
（実績）が水門川沿い
の地盤高の低い箇所
に湛水したものと想
定して試算。

今回（排水機場が稼働した場合）もし排水機場がなかったら

排水機場を26
時間稼働させ
ることにより浸
水被害の発生
を防止した。
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揖斐川水系 水門川 （岐阜県大垣市［新水門川排水機場］）
い び が わ す い も ん がわ お お が き し しん すい もん がわ

排水機場の整備効果



14 ※本資料の数値等は速報値を含むため、今後の調査で変わる可能性があります。

○佐伯市街地上流に位置する脇津留地区は、度重なる内水被害への対策として平成15年度に既設
の排水ポンプ場の増設（17.5m3/s） を実施し、内水被害の軽減を図ってきたところである。

○平成25年10月台風27号では、甚大な被害をもたらした平成9年9月出水と同規模の出水で
あったものの、内水対策事業の実施による排水機場の稼働（約19時間）により浸水被害を未然
に防止。
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位 置 図

さ い き

佐伯観測所

H15年度増設完了
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脇津留地区における浸水被害状況
（平成９年９月出水）
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排水機場の整備効果



斐伊川放水路竣工後初の分流

■斐伊川放水路初分流（平成２５年９月４日）

島根県東部では停滞する前線に向かって、南から流れ込む暖かく湿った空気と上空の寒気の影響で

大気の状態が不安定になり、９月３日から４日にかけて、激しい雨が長時間降り続きました。

この雨により斐伊川が増水し、９月４日に竣工後初となる斐伊川放水路への分流が行われました。
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■斐伊川流域の治水対策

島根県東部を流れる斐伊川および神戸川では昭和４７年７月

に発生した未曾有の大水害を契機として上流のダム建設、中流

の放水路建設および斐伊川本川改修、下流の大橋川改修および

湖岸堤整備による治水事業（いわゆる３点セット）が行われて

います。

国土交通省 水管理・国土保全局 治水課

〒100-8918 東京都千代田区霞が関２－１－３ 中央合同庁舎３号館１階

TEL：03-5253-8452 URL：http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/index.html

お問合せ

15

■斐伊川放水路事業の概要

斐伊川放水路事業は斐伊川から神戸川に洪水を分流するための放水路を開削するとともに、合流

する神戸川の川幅を約1.5倍に拡幅することで両河川の治水安全度を向上させる事業であり、約３０

年の歳月をかけ、平成２５年６月に竣工しました。

※ダム建設について

斐伊川：尾原ダム（島根県雲南市） 平成24年３月完成

神戸川：志津見ダム（島根県飯石郡飯南町）平成23年６月完成

ひ い かわ

ひ い か わ

か ん ど がわ

おおはし かわ

おばら うんなん

し つ み いいいしぐん いいなんちょう


